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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,末弘法学の体系化による定着を通じ,著者のいわゆる ｢社会法学｣の範型を確定することを
中心的テーマとする｡その際,わが国の法体制確立期における概念法学的法律実証主義と対決すること,
さらに, ドイツ法学の分析を媒介とし,しかも法学史ないし法思想史的考察をたえずその歴史的社会的地
盤に照応しつつ分析することによって,この範型の確立の正確性の論証を極めて説得力ある形で完遂して
いる｡日独両者について,多くの素材の中から極めて精選された資料を充分に阻噂した上で,適確に援用
し,かつ,細かく実証的裏付けを加えており,この方面の研究における金字塔として学界に禅益するとこ
ろ大なるものがあろう｡
加えて,戦後の法学の民主的発展をめぐって,さまざまな型態をとりながら,共通する問題意識として,
法と社会の相関関係を改めて直視せんとする一群の法社会学の提唱,ひいては広く種々の法学方法論が提
唱されるという学問状況の中にあって,著者の社会法学の分析は,実質士,この学問状況に応えるに,法
学史の該博な知識を前提として,著者のユニークな法学方法論の提起をもってしたという意味を併せてち
つものであり,今後の法学方法論の発展に重要な寄与をなすものと評価できる｡
よって,本論文は法学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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